
１ [2016 北海道大]

 解説

ひきだし�$，%�に入っているメダルをすべて区別する。

���　ひきだし�$�に入っているメダルの色の組は　　 ��  �����通り�

　このうち，ひきだし�$�に入っているメダルの色が���種類となるのは，��枚のメダルが

　すべて同じ色である場合とすべて異なる場合を除いたものである。

　ゆえに　　����� 
���  �����通り�

　よって，求める確率は　　
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���　ひきだし�%�に入っているメダルの色の組は� ��  ����通り��あるから，ひきだし�$，%

　をあわせた���枚のメダルの色の組は　　���� ������通り�

　ひきだし�$，%�をあわせた���枚のメダルの色が���種類となるのは，次の場合である。

　>�@　��枚のメダルの色が金，銀の���種類であるとき　　 �� �� �����通り�

　>�@　��枚のメダルの色が金，銅の���種類であるとき　　�
�� 
�� ･

��  ����通り�

　>�@　��枚のメダルの色が銀，銅の���種類であるとき　　�
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　>�@�～�>�@�から，求める確率は　　
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���　ひきだし�$，%�をあわせてちょうど���枚の金メダルが入っている確率を，ひきだし

　$�に入っている金メダルの枚数で場合分けをして考える。

　>�@　ひきだし�$�に入っている���枚のメダルの色がすべて金であるとき

　　ひきだし�%�に入っている���枚のメダルの色がともに銀であるから　　��通り

　>�@　ひきだし�$�に入っている���枚のメダルのうち，��枚のメダルの色が金であるとき

　　ひきだし�%�に入っている���枚のメダルのうち���枚の色が金であるから

　　　　　　 ��& ･ �� ･�･ ��& ･ ��  �����通り�

　>�@　ひきだし�$�に入っている���枚のメダルのうち，��枚のメダルの色が金であるとき

　　ひきだし�%�に入っている���枚のメダルの色がともに金であるから

　　　　　　 ��& ･�･
�� ･

��  �����通り�

　>�@�～�>�@�から，ひきだし�$，%�をあわせてちょうど���枚の金メダルが入っている確率

　は
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　ひきだし�$，%�をあわせてちょうど���枚の金メダルが入っていて，かつひきだし�$�

　のメダルの色が���種類となるのは，>�@�のときと，>�@�のうち金メダル以外の���枚のメ

　ダルの色が同じ色となるときである。
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　この確率は　　
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　よって，求める確率は　　
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２ [2016 神戸大]

 解説
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���　点�6�は���点�3，4，5�を通る平面上にあるから

　　　　　36 V34�W35���V，W�は実数�

　と表される。����の結果から
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　また，点�6�は辺�$&�上にあるから，$6：6& X：�� 
�X �とすると

　　　　　26 �� 
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　と表される。

　��点�2，$，%，&�は同じ平面上にないから，①，②�より
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３ [2016 京都大]

 解説

ボタンを押して�｢はずれ｣�が表示される確率を�S�とする。

装置のボタンを����回押したとき，��回以上�｢当たり｣�の出る確率は����％�であるから，余

事象の確率を考えると　　�� ��S  
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装置のボタンを�Q�回押したとする。

このとき，��回以上�｢当たり｣�の出る確率は　　�� QS
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ゆえに，②�を満たす最小の自然数は　Q ���

したがって，最低�����回押せばよい。



４ [2016 大阪大]

 解説

���　[�\ F�であるから
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５ [2016 大阪大]

 解説

���　点�� 
D，E �は放物線�\ (�
�

� 
�[ � �上にあるから　　E (�
�

� 
�D �
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D，E �における接線の傾きは
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　点�� 
D，E �は円� �[ � �\  �U �上にあるから，この点における法線は原点を通る。
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　ある点における接線と法線は直交するから，①，②�より
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